
　

港
湾
労
災
防
止
協
会
に
お
い
て
は
、
全
国

安
全
週
間
及
び
港
湾
労
働
安
全
強
調
期
間
初

日
の
７
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
当
協
会
無
災

害
記
録
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
25
回
目
（
令

和
５
年
度
）
の
無
災
害
記
録
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
「
港
湾
労
災
防
止
協
会
無
災
害
記
録

表
彰
」
は
、
会
員
事
業
場
が
毎
年
末
時
点
で

同
表
彰
規
程
に
定
め
る
無
災
害
期
間
ま
た
は

無
災
害
延
労
働
時
間
を
記
録
し
て
い
る
場
合

に
、
同
事
業
場
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
支
部

長
が
上
申
し
、
総
支
部
長
の
審
査
・
推
薦
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
各
総
支
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ

た
82
事
業
場
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
に
第
４
種
無
災
害
記
録
を
樹
立

さ
れ
た
事
業
場
の
う
ち
、
引
き
続
き
記
録
を

伸
ば
し
、
第
５
種
を
受
賞
さ
れ
た
の
は
11
事

業
場
で
し
た
。

　

今
回
の
第
５
種
無
災
害
記
録
の
最
長
時
間

を
記
録
し
た
事
業
場
は
、
中
国
総
支
部
の
日

本
通
運
株
式
会
社
水
島
海
運
支
店
の

１
５
４
万
１
千
時
間
で
し
た
。（
な
お
、
第

５
種
無
災
害
記
録
を
達
成
さ
れ
た
事
業
場
の

中
か
ら
下
関
海
陸
運
送
株
式
会
社
か
ら
受
賞

の
感
想
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
の
で
、

次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

高
め
る
意
識
と
安
全
行
動 

築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場

　

こ
れ
は
、
今
年
度
の
全
国
安
全
週
間
及
び

港
湾
労
働
安
全
強
調
期
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

す
。

　

全
会
員
事
業
場
が
引
き
続
き
安
全
衛
生
活

動
に
取
り
組
ま
れ
無
災
害
記
録
を
伸
ば
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

�

ご
安
全
に
！

令
和
５
年
度　
港
湾
労
災
防
止
協
会
無
災
害
記
録
表
彰

82
事
業
場
（
う
ち
第
５
種
は
11
事
業
場
）
受
賞

表彰区分及び年度別港湾労災防止協会無災害記録表彰件数
　　　　区分
年度 １種 ２種 ３種 ４種 ５種 合計
16年度 50 39 36 32 43 200
17 年度 54 38 42 30 34 198
18 年度 42 40 32 35 34 183
19 年度 55 30 35 26 34 180
20 年度 54 39 26 30 14 163
21 年度 56 45 28 18 32 179
22 年度 64 52 37 25 17 195
23 年度 43 43 48 33 18 185
24 年度 44 31 39 36 30 180
25 年度 38 36 30 33 31 168
26 年度 38 31 28 22 30 149
27 年度 40 27 24 24 19 134
28 年度 38 27 20 25 17 127
29 年度 32 29 21 16 20 118
30 年度 22 27 22 17 17 105
元年度 21 21 16 16 21 95
２年度 32 14 19 16 12 93
３年度 23 13 11 19 11 77
４年度 21 32 13 12 12 90
５年度 21 19 22 9 11 82

※平成11年度～ 15年度は、省略しました。

無
災
害
記
録
の
樹
立
は
、
一
歩
一
歩

着
実
に

　

無
災
害
記
録
の
表
彰
候
補
推
薦
書
作
成
の

時
点
で
、
記
録
し
た
時
間
数
が
表
彰
規
程
を

上
回
り
、
上
位
区

分
の
基
準
に
達
し

て
い
た
と
し
て

も
、
飛
び
級
表
彰

は
行
わ
れ
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

無
災
害
記
録
の

樹
立
は
、
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
よ

り
職
場
の
危
険
を

発
見
し
、
災
害
防

止
対
策
を
実
施
す

る
な
ど
、
危
険
、

有
害
要
因
を
排
除

し
て
、
一
歩
一
歩

着
実
に
進
め
ま

し
ょ
う
。

第五種副賞（安全盾仕様）

令 和 ５ 年 ７ 月 １ 日

下関海陸運送株式会社 殿
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下
関
海
陸
運
送
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役

社
長　

米
田
亘
宏
）
は
、
一
九
五
〇
年
に
下

関
に
お
い
て
創
業
以
来
地
元
企
業
と
し
て
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
戦
後
の
荒
廃

か
ら
復
興
に
向
か
う
激
動
期
の
同
年
三
月
一

日
に
、
当
時
盛
況
を
誇
っ
て
い
た
下
関
漁
港

に
水
揚
げ
さ
れ
る
鮮
魚
の
荷
役
と
輸
送
を
経

営
の
柱
と
し
て
発
足
し
、
漁
港
と
化
学
工
場

の
荷
役
・
輸
送
か
ら
始
ま
り
、
貨
物
自
動
車

運
送
業
、
貨
物
運
送
取
扱
業
、
港
湾
運
送
事

業
、
倉
庫
業
、
通
関
業
な
ど
の
業
務
を
幅
広

く
展
開
し
、
二
〇
二
三
年
三
月
創
立
七
十
三

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

安
全
活
動
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
当
社

が
長
年
に
亘
り
作
り
上
げ
た
安
全
管
理
体
制

無
災
害
記
録
表
彰
：
最
高
位
「
第
５
種
」
受
賞
の
事
業
場
か
ら
の
報
告

�

下
関
海
陸
運
送
株
式
会
（
沿
岸
部
門
で
無
災
害
時
間
が
１
０
４
万
１
千
時
間
）

の
下
で
、
社
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
自
主

的
・
自
発
的
に
災
害
防
止
活
動
に
邁
進
す
る

こ
と
が
最
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
安
全

管
理
体
制
は
、
安
全
衛
生
委
員
会
が
主
管
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

安
全
衛
生
委
員
会
で
報
告
さ
れ
た
も
の
・
協

議
さ
れ
た
も
の
は
速
や
か
に
各
現
場
で
開
催

さ
れ
る
安
全
衛
生
懇
談
会
で
社
員
全
員
に
共

有
さ
れ
、
一
日
で
も
早
く
危
険
の
芽
が
摘
み

取
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

年
二
回
、
役
員
全
員
が
参
加
す
る
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
起
因
と
な
る
危
険
ポ
イ

ン
ト
の
洗
い
出
し
を
し
て
、
安
全
対
策
・
改

善
策
を
図
り
、
災
害
の
防
止
に
努
め
る
と
共

に
全
社
員
の
安
全
意
識
高
揚
に
繋
げ
て
い
ま

す
。

　

現
場
に
お
い
て
は
、
稼
働
が
多
く
常
に
危

険
が
伴
う
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
取
付
け
て
不
安
全
行
為
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
安
全
確
保
の
た
め
に
ド

ラ
レ
コ
指
導
教
育
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
「
自
分
た
ち
を
守

る
た
め
」
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
危
険
ポ
イ

ン
ト
で
の
操
作
状
況
の
確
認
、
基
本
動
作
や

指
差
し
呼
称
が
出
来
て
い
る
か
を
現
場
リ
ー

ダ
ー
か
ら
指
導
し
て
、
不
安
全
行
為
の
撲
滅

に
努
め
て
い
ま
す
。
慣
れ
や
油
断
、
う
っ
か

り
や
ぼ
ん
や
り
を
防
ぐ
た
め
に
指
差
し
呼
称

に
重
点
を
置
き
、
毎
月
指
差
し
呼
称
指
導
員

を
指
名
し
て
安
全
衛
生
懇
談
会
で
、
浸
透
度

を
報
告
し
て
定
着
化
を
図
り
、
ま
た
講
習
会

に
も
参
加
し
て
、
指
差
し
呼
称
の
重
要
性
の

認
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

ドラレコ指導教育

　

更
に
作
業
前
Ｋ
Ｙ
で
は
「
作
業
で
考
え
ら

れ
る
危
険
」に
つ
い
て
は
リ
ス
ク
評
価
を
し
、

「
最
も
危
険
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」
に
つ
い

て
は
対
策
を
講
じ
た
上
で
行
動
目
標
を
立
て

て
、
如
何
に
し
て
災
害
を
防
止
す
る
か
、
如

何
に
し
て
危
険
要
素
を
潰
す
か
を
考
え
、
自

分
た
ち
の
職
場
は
自
分
た
ち
で
守
る
を
実
践

す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
は
危
険
予
知
活
動
と

し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
活
動
で
は
毎
月
一
人
二
件

以
上
の
「
先
取
安
全
体
験
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報

告
書
」
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
報
告
書
全
て

を
取
り
纏
め
て
、
発
生
要
因
別
や
時
間
帯
別

な
ど
に
区
分
し
、
検
証
さ
れ
た
も
の
が
安
全

衛
生
委
員
会
で
報
告
さ
れ
、
未
然
防
止
・
類

似
事
故
防
止
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
は
各
作
業
方
法

で
危
険
性
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
災
害
を
挙

げ
て
、
リ
ス
ク
低
減
措
置
前
と
後
で
労
働
者

保
護
の
観
点
を
重
視
し
た
見
積
り
・
評
価
を

し
て
、
事
前
に
的
確
な
安
全
対
策
を
講
じ
、

潜
在
的
な
危
険
性
を
残
さ
な
い
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　

各
現
場
で
実
施
す
る
安
全
衛
生
懇
談
会
で

は
、
他
社
事
例
を
他
山
の
石
と
し
て
討
議
を

し
て
お
り
、
現
状
把
握
・
本
質
追
求
・
対
策

樹
立
の
三
つ
の
ラ
ウ
ン
ド
に
分
け
て
全
員
で

意
見
を
出
し
合
い
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
リ

ス
ク
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
正
し
い
方

向
へ
と
導
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
名
誉
あ
る
無
災
害
記
録
表
彰
「
第

５
種
」
の
受
賞
は
社
員
一
同
が
、
今
後
の
安

全
活
動
へ
の
取
組
強
化
の
契
機
と
捉
え
、『
安

全
は
全
て
に
優
先
す
る
』
を
行
動
で
示
し
、

全
社
員
が
『
決
め
た
こ
と
を
守
り
・
守
ら
せ
・

実
践
す
る
』
を
実
現
さ
せ
、
無
災
害
を
一
日

一
日
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
益
々
精
進
し
、
安
全
な
職
場
作

り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
無
災
害
記
録
表
彰

「
第
１
種
」
の
受
賞
に
向
け
て
再
出
発
し
て

い
き
ま
す
。

　

ご
安
全
に
！

物
流
部　

港
運
倉
庫
１
課　

竹
重　

裕
次
郎

本社社屋
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